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余暇活動における危険意識と個人特性との関連性に関する研究
－白馬八方尾根スキー場来場者に対する調査研究－

加藤麻樹＊・下平佳江＊

AStudyonRelationshipbetweenRiskAwarenesstoRecreationandHumanFactors
－InvestigationtotheVisitorsatHakubaHappo Oneskiingarea－

MackyKATO＊andYoshieSHIMODAIRA＊

Abstract：Anaccidentsometimeshappensto therecreationassame asthe daily

life．Oneofthecausesoftheaccidentisthoughttobeinsufficientdangerawareness．

Itisnecessarytohavecorrectknowledgeabouttheaccidentforprevention．Inthis

research，Investigationwasconductedtoskiersandsnowboardersintheskiingarea．

Itwasfoundoutthatthefrequencyofcollisionsonthecoursewasthehighestasa

resultoftheinvestigation．Thereweremanypeoplewhofeltdangerwithfallingat

gettingoffaliftandwithcollisiononthecourse．Comparingwithexpertsandnovices，

averages feellittle dangerwith the collision．We canmake three proposals for

PreVentionbasedonthisresearch．First，Weneedtoindicatethecharacteristicsofthe

recreation．Second，Weneedfeedback ofthe analysis of accidents．Andlast，allof

PeOPleneedtohavecontinuouspreventionawareness．

Keywords：reCreation，riskawareness，aCCident，Ski，andsnowboard

1．はじめに

交通事故などのように日常生活で発生する事故

は，自分自身が遭遇するまではその危険性などに

ついて特に意識することが少ない。年間の交通事

故による死亡者数や，事故が起こりやすい時間帯

などといった統計的数値としての知識は新聞やテ

レビなどを通じて得る機会が多いが，具体的な事

故の内容などについては細かい情報を得る依会が

少ないことが原因と考えられる。既に発生してし

まった事故については防ぎようもないが，事故が
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起こった要因について知識をもつことは，その後

の予防において趨めて重要なことと考えられる。

そのために警察や保険会社，自動車メーカーなど

は積極的に事故発生要因について分析し，公表す

ることで事故を少しでも減らす努力をしているも

のの，その対象者の関心が低いことには効果をあ

げることはできないであろう。

事故の危険に対する関心の低さは，自分自身の

問題として事故を観察していないことが原因であ

るが，これは交通事故に限ったことではない。海

外旅行などを例にあげると危険地域への旅行で事

故や事件に遭遇したり，安全とされる地域でも銃

器を用いた事件に巻き込まれるなどの被害がしば

しば発生している。当事者にとっては大事件であ
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っても報道上の事件，統計上の数値となったとき

はその危険に対する意識は低くなる傾向がある。

それでもルーチン化されている日常生活での危険

に対して，海外旅行といった非日常的な活動であ

る点では，多少危険意識が高まると思われる。

しかし週末の過ごし方としてのレジャーなどの

ように，日常生活の延長上にありながら，ルーチ

ソ化されておらず，しかも普段と異なる活動が生

じた場合は危険意識が日常生活の水準のままであ

ることが多い。平成13年8月に神奈川県玄倉川の

中州でキャソプを張っていたグループが脱出でき

ず，子供を含む13名の死者を出した事故は，彼ら

がまさに流される瞬間が映像として残されたこと

でも記憶に新しい。また平成14年1月に長野県白

馬村にてスノーボーダが立ち入り禁止区域に侵入

遭難する事故が発生している。同じ場所で平成12

年2月にはニュージーラソド人3名が死亡してい

る。これらのように危険意識が低い状態で発生す

る事故の責任は当事者自信にある場合が多く，事

故の原田を本人の自覚のなさに収束させる傾向が

みられるが，これらは一般的には「非常識な行

動」として扱われることが多い。

これに対して「非常識」と判断されるには至ら

ないが，危険への認識が不足している場合もある。

例えば平成14年になってから発生したスキー場で

の死亡事故としてほ，ゲレソデ内外の立ち木への

衝突や，転倒後コース外へ飛び出して鉄柱に衝突

といったものがある。いずれも衝突事故ではある

が，被害者自体に故意の「非常識」な行為があっ

たわけではなく，過失による事故である可能性が

高い。従って常識的な活動をしていても事故がお

こる危険性は存在しているということができる。

こうした事故の危険に対する意識は上述の日常生

活と同様にあまり高くないと考えられ，危険に対

するスキーヤやスノーボーダの意識を高めること

は発生件数を減少させることにつながるのではな

いかと思われる。

本研究ではそのフィールドとして上記の白馬村

にて発生した遭難事故の現場としてスキー場をと

りあげ，スキーヤとスノーボーダを対象とした，

事故の発生に対する危険意識を調査することで，

日常生活の延長上にあると考えられるスキーやス

ノーボードといった余暇活動における事故に対す

る危険意識がどのようなものであるかを明らかに

すると共に，危険意識を高めて事故を防止するた

めにはどのような手段が講じられるかを検討する。

2．スキー場の事故研究

スキー場での事故を対象とした過去の知見とし

ては，事故の種類によるけがの特性に関する研究

が多い。特にスキーヤの傷害とスノーボーダの傷

害では，装備や動作の違いから部位も異なること

がわかっている。すなわちスキーヤの多くは下肢

を中心とした傷害が多いのに対して，スノーボー

ダは上肢や頭部への傷害が多い1）2）。特に傷害部

位を特定して行われた研究としては脊髄3）や顔

面4）などを対象としたものがあるが，脊髄の傷害

の原因としてはスノーボーダのジャソプ動作があ

るとされている。つまり事故の原因の多くがスキ

ーヤやスノーボーダの行動自体にあるとされてお

り，これを改善するためのレッスソの実施5）や事

故経験の有無による行動特性の違い6）などの研究

もなされている。人間工学的な研究としては，事

故と視界との関連性に関する研究7）や用具と傷害

の関連性に関する研究8）9）などが行われ，物理的

な支援と教育プログラムによる事故予防が提言さ

れている。国内の研究は特にスキーヤの運動に関

するものが多いが，事故との関連性についての研

究としては事例研究が見受けられた。ただ事故件

数そのものは海外のスキー場と比べて檀端に少な

いことがわかっている。国内での事故発生の原因

の一つとして，好条件とされるような視界のよい

空いているゲレソデがあげられており，これはス

キーヤの技術レベルにあわないスピードなどが直
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接的な理由となった事故と考えられる10）。昨今は

スキー場におけるスノーボーダの比率が半分近く

になっており，スキーヤとスノーボーダの行動特

性の違いから衝突事故などが発生するようになっ

てきたが，その対策として自治体などでの事故予

防の取り組みなども報告されている11）。

これら過去の知見において共通しているのは，

スキーヤやスノーボーダの活動における問題点が

指摘されている点であり，どれも技術レベルを意

識した活動を強く求めている。これは自分自身に

ついて理解する必要性があるのに加え，自分がい

る状況について正確に理解する必要性があること

も示していると思われる。つまり危険の有無につ

いて，たとえ直接危険の存在を確かめることがで

きなかったとしても，意識を高めておくことによ

って適度な緊張状態を保つことが可能ではないか

と思われる。

3．方　法

2002年2月16日（土），19日（火）に長野県白

馬村の白馬八方尾根スキー場中腹のゴンドラ小屋

に位置するレストラン「109」で，昼食時の休憩

をとるスキーヤおよびスノーボーダに直接聞取り

調査を行った。調査対象者は両日あわせて335名

（男性242，女性93；スキーヤ190，スノーボード

104，ファンスキー35，他6）であった。質問内

容は個人特性として自己判断によるスキー（また

はスノーボード）の技術レベルや使用器具，保持

する級などを聞くと同時に，スキー場での危険遭

遇場面をリフト利用時，ゲレンデ滑走時，施設利

用時の3つにわけ，それぞれの場面で経験したこ

とのある危険と主観的に感じる危険について質問

を行った。

集めたデータは単純集計をおこなうとともに，

個人特性と危険な状況の経験，危険意識との間で

クロス集計を行い，ズ2検定を行った。さらに自

由記述によって得られた事故などの発生状況につ
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いては主なキーワードを抽出して，危険な状況と

の関連性について考察した。

4．結　果

4．1．リフト利用時の危険

図1にリフト利用時のトラブル経験数と，リフ

ト利用時に感じる危険意識数について示す。トラ

ブルの経験は，乗車時，移動中，降車時いずれも

同程度の頻度が示されている。乗車時の特徴とし

てほ，リフトチェアに腰掛ける際にタイミングが

ずれたり，浅く腰掛けたために転倒したりするな

どの技術的な原因があげられている。他に荷物を

持っていたケースや子供同伴で乗車を介助しよう

として失敗したケースなど，自分以外の要因が存

在している場合もある。移動中の事故はスキーヤ

の動作が少ないため頻度は少ない。その多くは所

持品の落下であるが，自身の転落事故も2件含ま

れている。原因の一つは移動中にふざけていたこ

とがあげられているが，もう一件の原因は，レギ

ュラースタンス注）のスノーボーダがリフトの右側

に，グーフイスタンスのスノーボーダが左側に乗

車して移動中，両者の板が接触し，転落するとい

うものであった。降車時のトラブルとしては，立

ち上がり動作の直後にバランスを崩して転倒した

ため，リフトチェアや後続のスキーヤなどに衝突

するケースが多い。自身以外の要因としてほ，リ

フトのセイフティバーが動作しなかったために降

車できなかったケースや，降車時にストックがひ
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人　　　　乗車時　　　　　移動中　　　　　　降車時

図1リフト利用時のトラブル経験と危険意識
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っかかって外れずそのままリフトに引っ張られた

ケースがあげられる。

リフト乗車時に，リフトが速い，初心者が同乗，

子供同伴，駆け込み乗車などがあると危険を感じ

るとする場合が多い。移動中は急停止や強風によ

る揺れに対して危険を感じる事が多い。しかし最

も頻度が高いのは降車時であり，その多くが降車

時の転倒と降車場所での人だまりを理由としてあ

げている。また降車場所の傾斜により滑走してし

まうことで初心者が転倒する点も指摘されている。

降車時に危険を感じる人の用具を対象とした分析

を行った結果，スキーヤの49％，スノーボーダの

84％，ファンスキーの57％，となっており，有意

に異なった割合を示した（ズ2＝34．2，df＝2，

p＜0．01）。

4．2。ゲレンデでの危険

図2にゲレンデにおけるトラブルの経験数と，

ゲレンデで感じる危険意識数について示す。まず

転倒の経験と危険意識についてであるが，一般的

にスキーの初心者から中級者にかけては技術的に

未熟であることから転倒をすることが多いが，本

研究では傷害が発生するような転倒を対象とした。

傷害を伴う事故の原因としてほ，ジャンプなどの

危険行為があげられる。転倒の危険については，

視界不良やゲレンデが固く締まっている状態など

の自然要因と，他の人がゲレンデにいる状態など

の人的要因の両方が指摘された。遭難の危険につ

いては経験者がほとんどいないものの，危険を感
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人　　　　　転倒　　　　　　　衝突　　　　　遭難（コース外）

図2　ゲレンデでのトラブル経験と危険意識

じている人は少なくない。特に死亡事故につなが

る確率が高いことが危険を感じる理由として挙げ

られている。トラブルの経験と危険意識の両方に

ついて，転倒と遭難と比較すると極めて高い頻度

が示されたのが衝突事故についてであった。衝突

の理由としてほ休憩中のスノーボーダと滑走者と

の衝突や，スピードの出しすぎによる衝突が多く

あげられた。危険意識についても同様にゲレンデ

で停止しているスキーヤやスノーボーダとの衝突

が多い。これは衝突する側のスピードの出しすぎ

と，衝突される側がコース途中で停止している両

方の原因が示されている。ただ衝突事故の経験な

らびに危険に対する意識はスキーヤとスノーボー

ダとの問で割合に有意な差は認められなかった。

4．3．周辺施設におけるトラブル

図3にゲレンデ外の周辺施設におけるトラブル

の経験数と，周辺施設で感じる危険意識数につい

て示す。スキー場での移動はスキー靴を履いてい

ることから，普段よりも歩行が困難であることか

ら，転倒した経験をもつスキーヤが多かった。特

にトイレなどの水廻りや出入り口付近で雪が融け

ている付近での転倒が多い。階段などの段差です

べって転倒，落下事故に至る場合もあった。また

衝突事故は駐車場でクルマと接触したことがある

とする記述があった。危険意識が特に高いのは転

倒であり，濡れた床などで特に危険を感じるとす

る場合が多い。またその他に感じる危険として盗

難や駐車場でのクルマ同士のトラブルなど，直接

80

60

40

20

0

口経験　　　臼意識

人　　　　転倒　　　　　落下　　　　　衝突

図3　施設でのトラブル経験と危険意識
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スキー場と関係のない部分での事故，事件があげ

られた。

4．4．技術レベルと危険意識との関係

上記の結果より，特に危険を意識している場面

として，リフトでは降車時，ゲレンデでは衝突，

施設などでは転倒が多いことがわかるが，それぞ

れの危険意識とスキーヤやスノーボーダの技術レ

ベルとの関連性についてクロス集計を行った。図

4から図6に技術レベルと事故経験と危険意識の

関連性について示す。図4は降車時の危険性と技

術レベルとの関連を示しており，半数以上が危険

を意識しているが，特に初級者は意識する割合が

高く，上級者になると低くなる。図5は衝突の危

険性と技術レベルとの関連であるが，経験した割

合は全体的に多いが，危険性の意識は中級者が最

も低い値を示している。図6は施設などでの転倒

100％

80％

60％

40％

20％

0％

初心者　初級者　中級者　上級者

図4　技術レベルとリフト降車時の危険評価
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の危険と技術レベルとの関連性であるが，全般的

に経験者も意識する人も少ないが，その中でも特

に初級者で危険を意識する人は少ない。　　　　　100％

ここで示した技術レベルは自己申告であり，そ

の信頼性は個人の評価の影響をうけることから，

自己評価の傾向を調べた。図7にSAJ（日本ス

キー協会）認定の技術レベルを示す級の保持状況

と技術レベルの自己評価との関連性に示す。この

ときの特徴としては1級のスキーヤの半数が中級

と申告しているのに対し，2級のスキーヤの一部

が上級と申告している点で，申告された技術レベ

ルには幅があるものと考えられる。

5．考　察

5．1．リフト利用時の危険

リフトは高所での移動手段であることから，事

故が発生すると転落したり，長時間空中に取り残

されたりする危険があるが，トラブルを経験した
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人の数では移動中よりも乗車時と降車時において　　人

頻度が高く，これは乗車するスキーヤ，スノーボ

ーダの動作が伴うために発生するトラブルが多い
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図5　技術レベルと衝突の危険評価

胃経験□意識

初心者　初級者　中級者　上級者

図6　技術レベルと施設での転倒の危険評価

1級　　　　　2級　　　　　3級

図7　技術レベルと取得級
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ことを示している。特に危険を意識する場面とし

て降車するときを挙げたケースは極めて多く，そ

の中でもスノーボーダの割合が高い点で，リフト

から降車するために立ち上がる動作が，スキーと

比較すると難易度が高いと考えることができる。

すなわち，スノーボードの進行方向に対して，体

は横方向を向いた状態で足を装着していることが

大きく影響しており，降車時にスノーボードを前

方に向けるた馴こ左足を内側に回旋させた状態で

立ち上がる動作が，自然な起立動作とは大きく異

なるためであるといえる。また起立動作をすると

スノーボードは接地した時点から前方へ滑り始め

るため，タイミソグが合わないと上半身が取り残

されて，後ろに転倒する危険もあることから，特

に初心者を中心に降車時には危険を意識する傾向

が示されたと考えられる。さらにスノーボードは

リフト乗車時にピソディソグを片方はずしている

ため，リフト降車後もういちど装着しなければな

らず，降車場所近辺で停滞する必要がある。例え

ば降車時に転倒後そのまま停滞すると，次に降串

するスキーヤまたはスノーボーダと接触する可能

性もある。逆に前方に誰かが停止していると降車

動作を正しく行うことができずに転倒する可能性

もあるなど，個人的な技術だけを降車時の危険要

因に特定することはできないと思われる。

リフト乗車時に感じる危険は頻度こそ小さいが，

主に乗車失敗の危険性があげられた。特に初心者

や子供などのように技術的に未熟なスキーヤ，ス

ノーボーダと同伴している場合は転倒の危険を感

じているケースが多い。降亭時の危険については

初心者から上級者にわたって指摘する傾向が見ら

れたが，乗車時については技術的な未熟さが主な

原因となっていることが理由で初心者や初級者を

中心とした回答が得られたと思われる。移動中の

危険意識は落下が一番危険であるが，頻度として

高かったは手袋やストックなどの荷物の落下であ

り，身体的な危険についての頻度は低い。従って

ここで危険意識が高くなったのは，事故が発生し

たときの結果として一番重大事故となりえるとい

う意味で危険を意識した回答が数件得られたので

はないかと考えられる。

5．2．ゲレンデでの危険

傷害事故や死亡事故につながるような転倒事故

は，かなりのスピードを出せるようになった中級

者，上級者以上のスキーヤ，スノーボーダのトラ

ブルと考えられる。頻度としても経験数，意識と

もに低い。また転倒というアクシデントは上達過

程において必ず生じるものであり，むしろスキー

やスノーボードでは通常起こりうることと受け止

められていることからも，危険を意識するという

項目として扱いにくいのではないかとも考えられ

る。また同じく頻度が低い遭難については，経験

者の頻度が少ないものの，危険を評価するケース

が多い点で，先捻どのリフト移動中と同様，遭難

事故発生がそのまま死亡事故に直結する事態であ

ることを充分知っているために回答がえられたも

のと考えられる。つまり結果の重大さが意識に影

響を及ぼしているものと思われる。

ゲレソデにおける危険として経験数と危険の評

価のいずれも高い頻度を示したのは衝突事故につ

いてであり，その原因を2つの側面から考えるこ

とができる。すなわちコース途中での衝突の多く

は停止している人と滑走している人との間で起こ

っており，それぞれ「休憩中に後ろから追突され

た」か，あるいは「滑走中にコース途中で止まっ

ている人がいた」という記述があった。特にスノ

ーボードの利用特性としてコース途中での停止を

する状況が多いことから発生するトラブルである

が，これを回避できない技術的な未熟さや単なる

スピードの出しすぎも要因の一つであり，いずれ

か一方の責任で生じると言うことはできないと思

われる。また滑走中の人同士が接触する要田の一

つとして，昨今主流になりつつあるカーピソグス

キーの利用特性として，大きなクーソをするとき
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の横方向への移動距離が長く，左右からコース中

央付近に向かってクーソしていった場合回避する

ことができずに衝突するケースもあることなどか

ら，道具の利用特性が事故の原因の一つと考える

こともできると思われる。

5．3．周辺施設におけるトラブル

周辺施設におけるトラブルは特に死亡事故など

につながるケースが少ないことなどから，上述の

リフトやゲレソデにおけるトラブルと比較して頻

度は低い。ただ危険に対する意識が高いケースと

して転倒の頻度が高い点が特徴となっており，こ

れはスキーブーツを履いた状態でトイレや通路な

どの濡れた床面や階段などを歩行するときに滑っ

て転倒する危険を感じている人がいることを示し

ている。多くの場合マットやスノコなどを敷くこ

とで滑らないような工夫がされてはいるが，スキ

ーブーツの特性として，前傾していることと，前

後方向への屈曲が抑制されていることがあげられ，

歩行動作そのものが通常の歩行動作と異なったも

のである点が一番大きな原因ではないかと思われ

る。これを歩行しやすい形状と硬度にすると，本

来のスキーブーツの機能が損なわれるため，歩行

動作の適正化を測るのは困難と思われる。

5．4．技術レベルと危険意識との関係

トラブルを経験した割合が高いのは，リフト利

用時とゲレソデにおける初級者であったが，その

原因として考えられるのは技術的な未熟さがある

ものと思われる。特にゲレソデにおける事故経験

の割合が高いのは，初心者と比較して技術的な向

上が見られるものの，スキー場を訪れる頻度が増

したことから高い割合を示したものと思われる。

これに対して中上級者の場合は危険回避の技術が

備わってきたことから割合が低くなったのではな

いかと考えられる。ただ危険に対する意識として

ほリフト利用時とゲレソデとで若干異なった傾向

を示している。すなわち，リフト利用時における

危険意識は初級者の場合が最も高く，技術的向上

が見られるに従って減少傾向を示しているのに対

し，ゲレソデでの危険意識については中級者が最

も割合が低くなっている。これは技術的な向上に

よるトラブル頻度の低下が，全体としての発生頻

度は高いゲレソデでの事故に対する警戒感や危険

意識といったものを低下させてしまっているのが

原因と思われる。

これは図7においても，自分自身の技術評価が

1級よりも2級のほうで甘い場合がある点でも同

様の傾向がうかがえる。すなわち2級保持者のう

ち何名かは自分自身に対する評価を「上級者」と

位置づけており，実際の技術レベルに対する評価

があいまいである。従って正確な評価を本研究で

は行ってほいないため断定することはできないが，

ある程度の技術が身についてくると，危険にたい

する意識の低下，つまり「油断」が生じることが

考えられる。初心者や初級者が感じる危険意識の

根本的な理由は，自分自身の技術の未熟さが主な

ものであり，技術の向上にともなって危険意識が

低下する傾向を示すが，上級者としての充分な技

術が身についた段階で周辺への意識が高まり，危

険意識が再び増加傾向を示しているものと考える

ことができる。

5．5．危険意識と事故予防

本研究では特に余暇活動としてスキー場での活

動を取り上げているが，様々な余暇活動において

それぞれの特性に対する事故の可能性があると考

えられる。特に従事する人間に対して技術的な要

求の高い活動については，その活動との特性や経

験によって個人ごとの事故の可能性に大きな違い

がある。今回の調査で対象となった人のほとんど

はスキーかスノーボードを使用しているが，特定

の危険に対する意識では有意な差が認められた点

からも，活動特性が明確に示されたものと考える

ことができる。また事故発生の可能性だけでなく，

事故に対する不安や恐怖心といった意識にも個人

差があり，本人の技術レベルが影響を及ぼしてい
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る。同時に本人の技術に対する自己評価の正確さ

は危険に対する意識にも影響を及ぼしており，前

述のいわゆる「非常識」な行動とはまた異質のも

のではあるが，自分自身の技術に対する過大評価

は結果として注意力の低下をもたらす危険もはら

んでいると考えられる。

こうした結論を踏まえた上で余暇活動における

事故防止策としては以下のようなものが提案でき

る。

①活動特性の明確化

②発生事故の分析

③継続的な予防意識

①は，同じスキー場における活動でもスキーと

スノーボードとで危険場面に違いがあるように，

活動内容の特性が特定の事故に及ぼす影響に対す

る考慮の必要性を示す。②は既に発生している事

例や今後発生する危険が予想される事例について

分析することで，例えばコースの改善といった具

体的な予防策の検討の必要性を示す。特に前述の

「非常識」の範噂に入るような事故については，

物理的に活動を制限するような対策も加えた上で

の検討が必要と考えられる。③は，どのような予

防措置もこれをユーザ側が無視するとまったく意

味を失ってしまうことから，技術的な向上を理由

とする「油断」などが生じないようにする啓発の

必要性を示している。

今後の余暇活動における危険意識に関する研究

の展開としては二通りのアプローチが検討される。

すなわち，スキー場に特定した危険状況が明示さ

れたことから，特にスキーヤやスノーボーダが危

険を感じる場面に対する人間工学的改善案を検討

する課題と，余暇活動の危険意識モデルを検討し，

他の活動に関する調査実験をすることで，今回の

提案の恒常性を示す課題とがあげられる。

謝　辞

今回の研究で囲イソテージ長野および白馬観光

開発鯛より協力を得た。記して謝する。

注）スノーボードは板とブーツとは互いに斜めに固

定されているが，このとき左足が進行方向前に

なる構え方をレギュラースタソスと呼び，右足

が前になる構え方をグーフイスタソスと呼ぶ。

リフト乗車時は後ろの足をスノーボードからは

ずして正面を向いて腰掛けるため，板は横向き

になっている。
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